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　今回私達は、興味ある経過をたどった大腿動脈
瘤の一例を経験したので報告する。
症例は84歳男性で、平成5年右大腿部腫瘤にて当
院外科で摘出術施行。平成7年に間欠門院行を主
訴に当科受診。初診時の聴診にてAR聴取、触診
にて腹部大動脈瘤、鼠径部の大腿動脈拡張を認め、
右足背動脈、後脛骨動脈の触知不能であった。
　血管造影所見は、腎動脈以下～分岐部にかけて
の瘤形成、左腸骨動脈瘤、右浅大腿動脈の閉塞、
左浅大腿動脈の90％狭窄を認めた。心エコー上E
：F30％台と不良のため、手術不能にて内服のみで
外来follow　upをしていた。
　平成8年3月頃右大腿内側部に皮下血腫を形成、
リバ湿布等にて処置したところ軽快した為、様子
を見ていたが、平成8年11月頃より同部が徐々に
腫大してきた為、平成9年1月29日手術目的入院と
なった。
　同年2月3日腫瘤摘出術施行、腫瘤は65×3．5cm
大の仮性動脈瘤で、血流はなく粥轡型であり古い
血液が貯留されていた。病理診断は、obstructed
atherosclerotic　aneurys（n　with　fa｝se－aneurysm　formation
であった。
　術後経過良好にて、2月15日退院し現在腹部大
動脈瘤及び閉塞性動脈硬化症の外来フォロー中で
ある。
　以上のように、閉塞浅大腿動脈にできた、腫瘤
摘出後の仮性動脈瘤という興味深い経過をたどっ
た症例を経験した。閉塞動脈であっても完全閉塞
していなかった、もしくは側副血行路によりわず
かながらも血流が存在していた為に、このような
結果をもたらしたと考えられた。
【症例】52歳、男性。平成2年に左脈絡膜悪性黒
色腫により左の眼球摘出術を施行した。全身検索
にても転移は認められず、術後の定期的な健康診
断でも異常は認められなかった。平成8年2月、
左下腹部に自覚症状のない皮下結節があるのに気
づき、当科を受診した。下腹部に11x18mmの弾
性硬の皮下結節を認めた。被覆表皮には特に異常
は認められなかった。術前検査のために腹部CT
を施行したところ、左下腹部脂肪織下に筋肉と
iso　densityな径8mm大のmass　lesionと、肝両
吟にわたる多発性のmassを認めた。血液学的に
は肝機能異常を示した。尚、α　一fetoprotein、　CEA
は正常であった。皮下結節を全摘したところ割面
は黒色調であった。組織学的には病巣は、豊富な
メラニン色素を含む異型性のある腫瘍細胞が、胞
巣をなして密に増殖していた。以上より、転移性
悪性黒色腫と診断した。患者の希望により積極的
治療は行わなかったところ、全身状態は急速に悪
化し、平成8年7月5日に全身転移のため死亡し
た。
【考案】悪性黒色腫は皮膚以外にも様々な部位に
生じ、リンパ行性、血行性に全身に転移しうる予
後不良の疾患である。眼部原発の悪性黒色腫は解
剖学的特徴や、早期に眼球摘出術を施行されるこ
とが多いことから、転移の割合は肺、消化器、皮
膚原発のものに比べ、低くなっている。眼部悪性
黒色腫からの転移臓器としては肝が最も多く、皮
膚は比較的少ない。渉猟した限り、眼球全摘後5
年以後の転移は自験例が13例目であり、5年以
降皮膚科領域で転移が発見されたのは第1例目で
ある。
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